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、 

町 の 人 口 

(4月1日現在） 

一 

総人口 9, 008人 

男子 4, 222人 

女子 4, 786人 

世帯数 2, 630世帯 No.1 15 号 

ご

入

学

お

め

で

と

う
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ー
ノ
ー
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こ
と
し
町
内
の
小
学
校
に
入
学
 

し
た
可
愛
い
園
児
ち
ゃ
ん
た
ち
は
 

一
一
四
人
で
、
上
野
小
学
校
に
四
 

〇
人
、
市
場
小
学
校
に
七
四
人
ご
 

入
学
お
め
で
と
う
ご
さ
い
ま
す
。
 

さ
あ
、
こ
と
し
か
ら
は
勉
強
に
 

ス
ポ
ー
ツ
に
ガ
ン
バ
ッ
テ
 

元
気
な
よ
い
子
に
な
 
っ
て
下
さ
 

い。 ＠
入
学
児
童
は
 

次
の
と
お
り
で
す
。
 

【
上
野
】
 

藤
村
佳
代
 
熊
谷
美
保
 
熊
谷
雅
 

一
年
 
生
ー
ー
 

博
 
山
村
富
数
 
高
津
清
美
 
市
 

川
克
博
 
城
野
豊
三
 
石
橋
教
子
 

永
末
智
 
浦
田
隆
生
 
小
屋
松
直
 

樹
 
早
川
保
彦
 
太
田
美
香
 
太
 

田
孝
司
 
定
宗
聖
美
 
太
田
文
夫
 

安
永
久
美
 
太
田
文
博
 
城
元
美
 

鈴
 
浦
田
一
郎
 
浦
田
和
成
 
小
 

谷
聖
香
 
柴
田
文
夫
 
太
田
成
美
 

香
月
浩
一
 

香
月
富
士
枝
 
太
田
 

哲
也
 
太
田
頼
子
 
沼
口
裕
一
一
 

池
田
や
よ
い
 
小
松
マ
ル
ミ
 
小
 

松
美
津
江
 
小
松
富
士
江
 
小
松
 

栄
子
 
小
松
ス
イ
子
 
小
松
智
 

「
写
真
は
草
場
の
日
高
直
文
氏
の
ニ
男
 
幸
博
君
 
右
が
 

長
男
 
直
幸
君
 
五
月
五
日
子
ど
も
の
日
に
出
生
し
て
》
 

こ
と
し
揃
っ
て
元
気
に
市
場
小
へ
入
学
し
ま
し
た
。
」
 

毎月第1日曜日は 

交通安全の日です 

交通安全は、家族による話 

しあいが大切です。 

日頃から交通安全について 

の知識を習慣づけることが 

大切です。 

毎月第3日曜日は 

家庭の日です 

この日はー家団らんで家 

族揃って家庭でくつろぎ、 

青少年の考えや、悩みを聞 

いて、明るい、家庭をつく 

り子ども達が健康で明るく 

育つようにつとめましょ 

う。 

小
源
寺
正
代
 
小
松
鈴
枝
 
太
田
 

弘
義
 

【
市
場
】
 

日
高
直
幸
 
日
高
幸
博
 
塩
川
洋
 

一 

久
原
美
幸
 
今
村
典
子
 
大
 

森
治
 
八
隅
孝
宏
 
宇
野
初
代
 

木
村
一
成
 
林
恵
一
 

中
村
呈
大
隆
 

高
林
晴
彦
 
高
林
昭
文
 
水
永
千
 

恵
美
 
立
花
政
則
 
水
永
正
信
 

繁
永
貴
幸
 
木
戸
康
成
 
亀
井
博
 

之
 
藤
好
聖
二
 

立
花
恵
美
子
 

立
花
富
枝
 
広
瀬
良
之
 
柴
田
司
 

由
子
 
立
花
理
香
子
 
長
谷
川
恵
 

洋
 
原
博
光
 
佐
藤
幸
久
 
藤
村
 

年
治
 
居
原
信
行
 
藤
井
秀
樹
 

前
田
典
寛
 
永
未
昌
子
 
旭
谷
浩
 

一 

向
居
浩
之
 
鶴
節
子
 
宮
野
 

和
宏
 
仲
村
剛
 
倉
岡
光
博
 
船
 

津
洋
介
 
山
田
政
男
 
沢
永
光
司
 

古
賀
直
子
 
桑
野
博
幸
 
渡
辺
美
 

佳
 
日
野
佳
克
 
相
原
恵
美
子
 

大
穂
清
美
 
吉
田
裕
子
 
岩
木
美
 

江
 
有
馬
か
お
り
 
菅
孝
一
 

大
 

谷
恵
 
出
口
和
浩
 
中
西
美
奈
 

斉
藤
竜
治
 
穴
井
一
幸
 
和
田
淑
 

子
 
清
水
百
合
子
 
井
上
妙
子
 

玉
井
郁
子
 
坂
田
昭
 
三
浦
義
弘
 

西
川
光
明
 
矢
山
敏
子
 
森
美
保
 

蔵
本
三
枝
子
 
小
松
恵
美
 
浜
田
 

直
美
 
横
田
満
子
 
二
宮
直
子
 

二
郎
丸
卓
二
 
岩
元
和
博
 
岩
元
 

保
博
 

旧
炭
鉱
地
区
の
 

字
名
は
中
尾
に
 

赤
池
町
の
地
区
の
地
名
は
大
き
 

く
三
地
区
に
、
大
字
赤
池
、
大
字
 

上
野
、
大
字
市
場
に
分
け
ら
れ
て
 

い
ま
す
。
旧
炭
鉱
地
区
名
は
土
地
 

台
帳
に
「
大
字
赤
池
字
中
尾
」
と
 

名
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

現
在
の
旧
炭
鉱
地
区
は
、
代
表
 

番
地
が
四
三
二
、
即
ち
不
動
産
が
 

明
治
鉱
業
の
資
産
で
あ
る
が
た
め
 

で
す
。
炭
鉱
の
閉
山
と
と
も
に
不
 

動
産
が
個
人
に
売
却
さ
れ
、
不
動
 

産
が
個
人
に
登
記
さ
れ
る
と
個
人
 

番
地
に
代
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
 

広
 
報
 
綴
 
り
 
を
 

全
 
戸
 
に
 
配
 
布
 

従
来
実
施
し
て
来
た
回
覧
広
報
 

は
時
代
の
急
速
な
高
度
進
展
と
と
 

も
に
機
能
を
失
な
い
つ
つ
あ
り
ま
 

す。 そ
の
理
由
は
住
民
の
大
半
が
取
 

に
つ
き
留
守
家
庭
が
多
く
な
り
、
 

夜
間
に
回
覧
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

又
役
場
か
ら
の
通
知
は
支
所
長
 

駐
在
員
さ
ん
に
負
担
を
か
け
過
ぎ
 

な
い
よ
う
に
毎
週
、
火
曜
日
と
金
 

す。 し
た
が
っ
て
，
こ
れ
か
ら
の
旧
 

炭
鉱
地
区
の
呼
び
各
は
、
 

「
中
 

尾
」
と
呼
ば
れ
た
ら
ど
う
で
し
よ
 

・つ。 
わ
た
く
し
達
は
石
炭
と
共
に
栄
 

え
て
来
た
炭
鉱
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
 

チ
エ
ン
ジ
（
な
れ
た
呼
び
名
を
変
 

え
る
）
す
る
こ
と
は
、
な
か
な
か
 

困
難
で
す
。
し
か
し
正
し
い
地
名
 

は
正
し
く
つ
か
い
た
い
も
の
で
 

す。 地
区
名
は
行
政
区
名
で
 

地
区
名
を
何
区
と
わ
た
く
し
た
 

ち
は
よ
く
つ
か
い
ま
す
が
、
こ
の
 

区
名
は
そ
の
地
区
の
財
産
区
の
呼
 

称
（
こ
し
ょ
う
）
で
あ
り
ま
す
。
 

例
え
ば
、
上
野
の
場
含
は
、
第
 

一
支
所
か
ら
五
支
所
、
市
場
の
場
 

合
は
六
支
所
か
ら
八
支
所
、
赤
池
 

の
場
合
、
九
支
所
か
ら
ニ
十
四
支
 

所
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

し
た
が
っ
て
、
紛
（
ま
ぎ
）
ら
 

わ
し
い
呼
称
は
、
つ
か
わ
な
い
で
 

行
政
名
で
呼
称
し
た
ら
ど
う
で
し
 

よ・つ。 

曜
日
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。
 

広
報
紙
を
毎
月
一
回
発
行
し
て
 

物
の
無
駄
、
時
間
無
駄
、
即
ち
通
 

知
の
量
を
大
幅
に
削
減
し
、
報
道
 

の
一
本
化
実
現
に
努
力
い
た
し
て
 

い
ま
す
。
 

広
報
紙
は
綴
っ
て
保
存
し
ま
し
 

よ
う
。
 

後
日
広
報
綴
り
を
配
布
し
ま
す
の
 

で
広
報
紙
を
綴
っ
て
保
存
し
て
下
 

さ
い
。
 



o 
(3) 広 け か

 
あ
 

広 報 け
 

(I ' か
 

あ 報
 

意
外
と
多
か
っ
た
無
投
票
 

“
地
方
統
一
選
挙
一
 

っ皆一六行前選県 
たさ％〇な回挙知四 
こんと％わ昭で事月 
との言をれ和、ー、＋ 
を政い上た四県並一 
示治比ま時十知び日 
しへ率わの二事に行 
てのをる投年の県な 
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知事選町村別得票成績

【田川郡】 多賀谷 亀 井 

香春町 4.357 3.804 

添田町 4.676 5.008 

金田町 2.576 1.674 

糸田町 3.752 1.989 
川崎町 7.5フ7 F .64q 

蛮纂講l 器~繋UAI15 籍「 
大任町 1.962 1.463 ~ ま民七’日 ’のた 

し
か
し
棄
権
者
数
は
、
県
知
事
 

が
、
八
四
三
票
、
県
議
会
議
員
は
 

八
五
〇
票
と
意
外
に
多
く
、
町
選
 

挙
管
理
委
員
会
で
は
（
六
月
に
行
 

な
わ
れ
る
予
定
の
参
議
員
選
挙
に
 

は
名
前
は
、
は
つ
き
り
書
き
、
有
 

効
な
投
票
を
し
て
下
さ
い
と
呼
び
 

か
け
て
い
ま
す
。
 

赤 村 

計 
（赤池町） 投票総数 5. 496票 

有効投票数 5. 309票 
棄権者数 843票 

県議選町村別得票成績

【田川郡】中村 土井 畠中 

香春町 5.625 1.536 1.105 

添田町 3.369 4.232 2.175 

金田町 2.142 1.136 989 

糸田町 3.103 1.417 1.178 

川崎町 3.992 5.046 4.456 

赤池町 2.437 1.335 1.464 

方城町 2.576 1.150 644 

大任町 1.450 1.080 890 

赤 村 906 660 533 

計
（赤池町）投票総数 5. 489票 

有効投票数 5. 236票、 
棄権者数 850票 

お

待

た

 せ
 
し
 
ま
 
し
 
た
 

応
募
者
“
五
一
人
一
に
の
ぽ
る
 

「町 

営
 
住
 
宅」 

高
尾
通
り
に
、
町
営
住
宅
の
建
 

築
工
事
が
す
ず
め
ら
れ
て
い
ま
し
 

た
が
、
こ
の
ほ
ど
二
〇
戸
の
住
宅
 

が
完
成
し
ま
し
た
。
 

町
で
は
、
駐
在
員
を
と
お
し
て
 

入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま
し
た
が
 

五
十
一
人
の
応
募
が
あ
り
、
関
係
 

者
立
合
い
の
も
と
に
公
開
抽
せ
ん
 

写
真
は
 

入
居
者
が
決
っ
た
町
営
住
宅
 

よ
い
子
に
 
“
プ
レ
ゼ
ン
ト
ー
 

ー

遊

園

地

 で

き

る

ー

 

四
月
九
日
よ
り
着
工
し
て
い
た
 

児
童
遊
園
地
が
こ
の
ほ
ど
板
屋
団
 

地
に
完
成
し
ま
し
た
。
 

児
童
は
福
祉
法
に
よ
っ
て
、
す
 

べ
て
の
児
童
は
、
ひ
と
し
く
そ
の
 

生
活
を
保
障
さ
れ
、
愛
護
さ
れ
な
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
又
よ
い
遊
び
 

場
を
用
意
さ
れ
、
わ
る
い
環
境
か
 

ら
わ
た
く
し
た
ち
は
守
っ
て
や
る
 

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

子
ど
も
達
は
、
道
路
で
キ
ヤ
ッ
 

チ
ボ
ー
ル
や
、
カ
ケ
ツ
コ
し
た
り
 

よ
そ
の
ヘ
イ
に
よ
じ
登
っ
て
は
木
 

の
枝
を
析
る
な
ど
子
ど
も
達
が
の
 

び
の
び
と
遊
ぶ
場
所
は
あ
り
ま
せ
 

ん． こ
の
遊
園
地
に
は
、
ブ
ラ
ン
コ
 

や
シ
ー
ソ
、
ジ
ヤ
ン
グ
ル
ジ
ム
、
 

鉄
棒
な
ど
の
遊
具
が
設
置
さ
れ
て
 

い
ま
す
。
 

こ
の
遊
園
地
は
町
が
建
設
し
た
 

も
の
で
、
子
ど
も
さ
ん
達
は
こ
の
 

遊
園
地
で
元
気
に
遊
ん
で
下
さ
 

、
。
 

ー
 

町
で
は
こ
ん
後
地
域
別
に
遊
園
 

地
を
年
次
計
画
に
よ
っ
て
建
設
し
 

て
い
く
そ
う
で
す
。
 

力
ラ
ー
テ
レ
ビ
の
 

普
及
率
は
わ
ず
か
 

写真は、町からプレゼントされた 

遊園地で遊んでいる子ども達 

’~’‘、~、．，・“、~・”．，一・、．．・・、~・．,，一一、．．・ 

赤池町 

テ
レ
ビ
の
普
及
率
は
、
申
す
ま
 

で
も
な
く
お
よ
そ
皆
さ
ん
に
は
お
 

に
よ
り
、
二
十
人
の
入
居
者
が
決
 

ま
り
ま
し
た
 

町
が
住
宅
政
策
を
立
て
て
か
ら
 

「
一
四
四
戸
」
 
の
住
宅
が
建
設
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

こ
の
住
宅
は
簡
易
耐
火
平
屋
建
 

で
二
P
の
床
面
積
三
十
一
平
方
冨
 

で
六
畳
と
四
畳
半
、
そ
れ
に
玄
関
 

炊
事
場
、
便
所
、
物
置
兼
、
風
呂
 

場
の
つ
い
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
向
き
 

住
宅
で
す
。
町
で
は
、
不
足
し
て
 

い
る
住
宅
は
、
先
に
町
民
皆
さ
ん
 

に
、
住
宅
に
関
す
る
調
査
を
し
て
 

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
調
査
を
 

集
計
し
て
年
次
的
に
計
画
し
な
が
 

ら
、
住
民
一
世
帯
一
住
宅
の
実
現
 

化
に
努
力
い
た
し
ま
す
。
 

わ
か
り
と
思
い
ま
す
が
、
赤
池
町
 

内
の
テ
レ
ビ
の
ア
ン
テ
ナ
は
林
の
 

ご
と
く
立
ち
な
ら
ん
で
い
ま
す
が
 

N
H
K
料
金
の
徴
収
の
範
囲
内
で
 

世
帯
数
に
比
較
し
て
、
カ
ラ
ー
テ
 

レ
ビ
の
保
有
台
数
は
昭
和
四
十
五
 

年
三
月
三
十
一
日
現
在
で
「
一
一
 

六
台
」
と
意
外
に
少
な
い
よ
う
で
 

す。 
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
の
普
及
率
は
四
．
 

四
％
で
、
町
内
の
テ
レ
ビ
普
及
率
 

は
七
三
．
三
％
と
な
 
っ
て
い
ま
 

す。 
「
町
の
テ
レ
ビ
数
と
新
聞
講
読
 

部
数
」
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世 帯 数 

白黒テレビ 

カラ・ーテレビ 

計 

新聞講読部数 

写真は赤池中学校体育館 

で行われた開票風景 

町議選投票率 

今回 前回 

有権者数 6.343 5.855 

投票総数 5.979 5.641 

棄権者数 364 214 

投票率 94.26 96.35 

※棄権者が、前回より多く、投票率 
は、前回を下廻り、身近な選挙だ 
けに、こん後投票率向上に努めな 
ければなりません。

引
揚
者
特
別
交
付
金
の
 

請
求
期
限
が
延
長
さ
れ
ま
し
た
 

引
揚
者
及
び
そ
の
遺
族
並
び
に
 

引
揚
前
死
亡
さ
れ
た
方
々
の
遺
族
 

に
対
す
る
特
別
交
付
金
の
請
求
期
 

限
は
四
和
四
十
六
年
三
月
三
十
一
 

日
ま
で
で
あ
り
ま
し
た
が
こ
の
た
 

び
そ
の
請
求
期
限
を
昭
和
四
十
七
 

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
ー
ケ
年
延
 

長
さ
れ
ま
し
た
の
で
請
求
に
必
要
 

な
資
料
の
収
集
な
ど
の
理
由
で
ま
 

だ
請
求
し
て
い
な
い
方
は
延
長
さ
 

れ
た
期
限
内
即
ち
昭
和
四
十
七
年
 

三
月
三
十
一
日
ま
で
に
手
続
さ
れ
 

ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
．
 

マ
ー
ケ
ッ
ト
横
か
ら
 

伏
原
ま
で
を
舗
装
 

マ
ー
ケ
ツ
ト
横
か
ら
県
営
住
宅
 

の
横
を
通
り
、
小
竹
ー
赤
池
線
の
 

バ
イ
パ
ス
に
結
ぶ
全
長
五
五
七
冨
 

→白］ 

の
補
装
工
事
が
四
月
二
十
日
か
ら
 

九
月
十
五
日
ま
で
行
な
わ
れ
ま
 

す。 そ
の
間
迷
惑
を
お
か
け
致
し
ま
 

す
が
、
工
事
に
ご
協
力
下
さ
い
ま
 

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

警
 

ま
た
新
聞
の
例
を
ひ
ろ
っ
て
み
 

ま
す
と
赤
池
町
の
町
民
が
新
聞
を
 

読
ん
で
い
る
数
は
「
五
社
」
あ
わ
 

せ
て
二
、
三
五
二
部
、
見
る
テ
レ
 

ビ
と
同
じ
く
活
字
（
新
聞
）
が
読
 

ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
表
で
わ
か
 

り
ま
す
。
 

し
か
し
活
字
が
予
期
し
た
以
上
 

に
読
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
は
生
活
 

が
合
理
的
に
営
ま
れ
て
い
る
裏
に
 

生
活
の
高
度
化
が
も
た
ら
し
た
落
 

し
穴
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。
 

子
ど
も
連
れ
の
親
は
 

危

な

い

方

を

歩

く

 

近
時
、
子
ど
も
や
、
老
人
の
交
 

通
事
故
が
急
激
に
増
え
て
い
ま
 

す。 歩
行
者
は
右
側
通
行
に
な
っ
て
 

い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
左
側
を
歩
 

る
く
人
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
 

車
は
必
ら
ず
規
則
を
守
っ
て
左
 

醐
 

一
》
《
 

白
末
 

一
】
『
ー
ケ
ツ
L
!
 

Iネ
小
 

占（ 

t
を
通
行
し
て
い
ま
す
。
 

あ
な
た
も
今
か
ら
右
側
を
歩
 

き
、
左
側
通
行
者
を
審
判
し
て
下
 

さ
い
。
特
に
お
願
い
し
た
い
こ
と
 

は
、
子
ど
も
や
、
老
人
を
連
れ
た
 

方
は
、
弱
い
も
の
を
か
ば
う
よ
う
 

に
し
て
、
親
は
道
路
の
危
険
な
方
 

を
手
を
引
い
て
歩
い
て
下
さ
い
。
 

こ
れ
は
親
子
で
歩
る
く
時
の
常
 

自

衛

官

募

集

 

・
受
験
資
格
 
十
八
才
以
上
二
十
 

四
才
ま
で
の
健
康
な
日
本
男
子
 

・
身
分
 
国
家
公
務
員
（
特
別
 

取） 

・
待
遇
 

初
任
給
手
取
り
 

二
五
、
 

一
O
〇
円
 

（
十
ケ
月
す
る
と
）
 

二
八
、
二
〇
〇
円
 

衣
服
住
等
無
料
 

・
技
術
を
身
に
つ
け
た
い
、
国
家
 

試
験
に
合
格
し
だ
い
と
い
う
同
 

じ
気
持
ち
の
人
が
大
勢
集
っ
て
 

い
ま
す
の
で
お
互
い
に
励
ま
し
 

合
い
勉
強
で
き
ま
す
。
 

衛

生

だ

よ

り

 

五
月
の
衛
生
行
事
の
日
程
を
左
 

記
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

▽
 
生
ワ
ク
投
与
 

日
 
時
 
五
月
十
日
（
月
）
 

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
午
後
三
時
 

ま
で
 

場
 
所
 
赤
池
町
公
民
館
 

対
象
者
 
生
後
三
ケ
月
か
ら
十
 

八
ケ
月
に
至
る
人
 

料
金
 
無
料
 

※
生
ワ
ク
投
与
を
ニ
回
済
み
の
 

方
は
該
当
し
ま
せ
ん
。
 

▽
 
狂
犬
病
予
防
接
種
 

日
 
時
 
五
月
＋
三
日
（
木
）
 

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
 

で
 場

所
 
町
役
場
 

町
部
と
上
野
、
市
場
地
区
 

の
も
れ
た
飼
犬
 

料
金
 
注
射
 

二
〇
〇
円
 

登
録
 
三
O
〇
円
 

▽
 
三
才
児
検
診
 

日
時
 

五
月
二
十
一
日
 

（
金
）
午
後
一
時
三
十
分
か
 

ら
午
後
三
時
ま
で
 

場
所
 
赤
池
町
公
民
館
 

対
象
者
 
三
才
以
上
四
才
未
 

満
の
人
で
、
料
金
は
無
料
 

で
す
。
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婦
人
警
察
官
採
用
 

1
 

職
務
の
内
容
 

首
都
の
治
安
を
守
る
警
視
庁
婦
 

人
警
察
官
と
し
て
、
皇
室
要
人
等
 

の
警
衛
警
護
、
警
察
行
政
の
調
査
 

企
画
、
警
察
広
報
活
動
、
交
通
安
 

全
教
育
、
交
通
指
導
、
防
犯
指
導
 

家
出
人
、
ま
い
子
の
保
護
、
少
年
 

補
導
、
犯
罪
の
捜
査
，
婦
人
房
の
 

看
視
等
の
警
察
職
務
に
従
事
し
ま
 

す。 
2
 
採
用
予
定
人
員
 

約
 

一
〇
〇
人
 

3
 
受
験
資
格
 

◇
年
令
 
昭
和
四
十
六
年
五
月
 

三
十
日
現
在
で
二
十
八
才
未
満
の
 

女
子
 

◇
学
歴
 
学
校
教
育
法
に
よ
る
 

高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
歴
を
有
 

す
る
者
（
昭
和
四
十
七
年
三
月
卒
 

業
見
込
み
の
方
は
十
月
に
実
施
予
 

定
の
試
験
を
受
験
で
き
ま
す
。
）
 

又
、
右
記
と
同
等
以
上
の
学
力
を
 

育
す
る
者
 

4
 
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者
、
 

お
よ
び
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
 

に
該
当
す
る
者
は
受
験
で
き
ま
せ
 

ん。 
5
 
申
込
受
付
期
間
 

昭
和
四
十
六
年
四
月
一
日
（
木
）
 

か
ら
同
五
月
二
十
四
日
（
月
）
ま
 

で
の
間
 

6
 
試
験
日
時
 
五
月
三
十
日
 

7
 
給
料
 
高
校
卒
で
（
三
四、 

O
〇
〇
円
）
 

そ
の
他
く
わ
し
い
事
は
役
場
総
 

務
課
企
画
係
に
お
た
ず
ね
下
さ
 

い。 ◇
男
子
警
察
官
の
試
験
 

毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

識
（
ェ
チ
ケ
ッ
ト
）
で
す
。
 

夏
は
歩
行
者
の
 

通
行
が
み
だ
れ
る
。
 

季
節
に
よ
っ
て
歩
行
者
の
通
行
 

が
み
だ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

冬
は
寒
い
た
め
、
影
の
な
い
暖
か
 

い
軒
下
を
、
夏
は
暑
い
た
め
影
の
 

あ
る
涼
し
い
軒
下
を
通
る
よ
う
で
 

す。 し
か
し
規
則
で
決
め
ら
れ
て
い
 

る
法
規
は
四
季
を
間
わ
ず
守
る
よ
 

う
に
し
た
い
。
 

こ
の
法
規
は
運
転
者
も
歩
行
者
 

も
必
ず
守
り
、
事
故
を
未
然
に
防
 

ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

「
写
真
上
は
、
危
ぶ
な
い
親
子
の
 

左
側
通
行
」
 

車
の
駐
車
は
 

狭
い
道
路
で
は
P
ダ
メ
‘
 

道
路
交
通
法
に
よ
っ
て
車
の
駐
 

車
す
る
道
路
の
巾
員
は
車
を
駐
車
 

し
た
残
り
の
巾
員
が
三
、
五
冨
以
 

上
な
い
と
駐
車
で
き
ま
せ
ん
。
 

M
 

【、J 
一
 

■
t
車
 

図は駐車のでき 

る巾員 

し
た
が
っ
て
理
由
は
巾
員
が
狭
い
 

た
め
交
通
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
 

が
あ
る
た
め
で
、
よ
く
理
解
し
て
 

交
通
緩
和
（
か
ん
わ
）
に
御
協
力
 

下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
 

す。 町
内
の
駐
車
で
き
な
い
 

主
な
道
路
の
巾
員
 

役
場
ー
一
一
両
ー
伏
原
 

本
町
ー
三
角
の
県
道
 



(4) け
 

い
 

か
 

あ
 

報
 

広
 

消
防
に
関
す
る
 

調
査
に
御
協
力
を
 

田
川
地
区
消
防
本
部
で
は
、
四
 

月
一
日
か
ら
新
た
に
市
街
地
の
等
 

級
化
に
関
す
る
調
査
の
た
め
「
都
 

市
等
級
調
査
室
」
を
設
け
、
こ
の
 

調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
お
 

り
ま
す
。
 

こ
の
調
査
の
内
容
は
密
集
地
の
 

建
物
等
の
実
態
調
査
を
行
な
い
各
 

棟
別
の
建
築
面
積
、
居
住
人
員
、
 

世
帯
数
、
加
入
電
話
数
等
に
つ
い
 

て
お
た
ず
ね
を
し
、
密
集
地
域
で
 

火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
ど
の
位
 

の
焼
失
面
積
が
予
想
さ
れ
る
か
を
 

調
べ
、
今
後
の
消
防
対
策
を
樹
立
 

す
る
た
め
の
基
礎
資
料
を
集
め
る
 

も
の
で
す
の
で
、
何
か
と
お
い
そ
 

が
し
い
な
か
誠
に
恐
縮
で
す
が
、
 

建
物
状
況
等
に
つ
い
て
、
田
川
地
 

区
消
防
署
員
、
消
防
組
合
嘱
託
職
 

員
が
各
家
庭
等
を
訪
問
い
た
し
ま
 

す
の
で
是
非
ご
協
刀
下
さ
い
ま
す
 

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
．
 

料
金
が
あ
が
っ
た
 

有
 
線
 

放
 
送
 

農
協
の
有
線
放
送
電
話
事
業
は
 

昭
和
三
十
七
年
八
月
開
設
し
て
以
 

来
九
カ
年
、
こ
の
間
地
域
住
民
の
 

方
々
の
通
信
や
広
報
事
業
に
活
用
 

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

昭
和
三
十
九
年
に
料
金
を
改
定
 

し
基
本
料
金
ー
ケ
月
一
五
〇
円
通
 

話
料
一
回
五
円
に
し
て
経
営
の
安
 

定
と
使
命
達
成
に
努
め
て
き
ま
し
 

た
が
施
設
の
保
全
に
要
す
る
諸
材
 

料
な
ら
び
に
人
件
費
の
上
昇
等
に
 

よ
り
経
営
の
維
持
が
困
難
に
な
っ
 

て
き
ま
し
た
の
で
去
る
二
月
四
日
 

と
三
月
二
〇
日
の
二
回
に
わ
た
り
 

運
営
委
員
会
を
開
催
し
協
議
の
結
 

果
、
料
金
を
改
定
実
施
す
る
こ
と
 

に
決
定
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
ご
 

協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
 

ま
す
。
 

尚
六
月
で
こ
の
施
設
の
認
可
期
 

限
が
切
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
 

に
施
設
の
改
善
を
は
か
り
た
い
と
 

思
い
ま
す
。
改
善
案
と
し
て
地
域
 

集
団
電
話
施
設
（
公
社
電
話
）
と
 

有
線
放
送
電
話
に
自
動
化
（
ダ
イ
 

ヤ
ル
方
式
）
公
社
線
と
の
接
続
方
 

式
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

こ
の
方
式
に
よ
っ
て
そ
の
長
所
 

短
所
が
は
っ
き
り
す
る
資
料
を
整
 

え
て
地
区
座
談
会
、
ァ
ン
ケ
ー
ト
 

調
査
等
に
よ
り
皆
様
の
ご
意
見
を
 

聞
き
方
針
を
決
定
い
た
し
た
い
と
 

思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

基
本
料
金
 

ー
ケ
月
三
〇
〇
円
 

通
話
料
金
 

一
回
 

七
円
 

電

気

器

具

は

大

切

に

 

使
い
ま
し
ょ
・
つ
 

神奈川 

暮しのカレンダー 

洋
服
、
靴
、
す
べ
て
同
じ
 

で
す
が
、
電
気
器
具
も
大
 

切
に
使
う
か
ど
う
か
で
寿
 

命
が
大
変
違
い
ま
ず
。
 

例
え
ば
、
洗
濯
機
を
風
 

呂
場
に
置
き
っ
ぱ
な
し
で
 

油
も
さ
さ
ず
に
使
う
の
と
 

華
 

使
っ
た
あ
と
で
、
水
気
を
よ
く
拭
 

き
と
り
、
時
に
は
、
日
光
浴
を
さ
 

せ
た
り
、
ま
た
、
き
ま
っ
た
期
間
 

毎
に
油
を
さ
す
と
い
う
よ
う
な
丁
 

寧
な
使
い
方
で
は
寿
命
が
二
倍
以
 

上
も
違
い
ま
す
。
 

暖
房
器
や
扇
風
機
な
ど
、
季
節
 

的
に
使
う
も
の
は
、
し
ま
う
時
に
 

説
明
書
を
読
み
直
し
て
、
注
油
の
 

要
領
、
格
納
の
方
法
な
ど
を
正
し
 

く
し
ま
し
ょ
、
つ
。
 

痛
み
や
す
い
コ
ー
ド
 

部
屋
越
し
に
コ
ー
ド
を
引
く
と
 

戸
の
開
閉
毎
に
コ
ー
ド
が
痛
み
、
 

断
線
な
ど
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
器
具
を
動
か
す
時
や
、
 

コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
器
具
を
取
り
は
 

ず
す
時
な
ど
，
コ
ー
ド
を
引
っ
張
 

る
と
取
付
け
部
が
早
く
痛
み
、
シ
 

ョ
ー
ト
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
 

水
に
濡
ら
す
と
、
漏
電
な
ど
の
 

事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
か
ら
、
 

台
所
や
風
呂
場
な
ど
の
水
気
の
あ
 

る
所
で
は
注
意
し
ま
し
よ
う
。
 

非
行
の
あ
ら
ま
し
 

非
行
少
年
は
（
交
通
事
故
を
除
 

く
）
は
、
昭
和
四
十
一
年
か
ら
年
 

々
減
っ
て
い
ま
し
た
が
昭
和
四
十
 

五
年
は
八
、
二
二
一
で
前
年
八
、
 

O
六
五
に
比
べ
て
一
五
六
人
（
一
 

、
九
％
）
ふ
え
て
い
ま
す
。
 

全
国
的
に
見
ま
す
と
．
東
京
、
 

大
阪
に
次
い
で
福
岡
県
は
第
三
位
 

で
す
。
 

人

人

人

人

人

人

人
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貝
の
多
く
採
れ
る
 

と
こ
ろ
 
「
潮
干
が
り
」
 

い
よ
い
よ
行
楽
の
シ
ー
ズ
ン
が
 

や
っ
て
来
ま
し
た
。
こ
と
し
は
例
 

年
に
な
い
陽
気
な
日
よ
り
が
続
 

き
ま
す
。
日
曜
日
な
ど
は
、
野
や
 

山
や
海
の
行
楽
地
へ
家
族
づ
れ
で
 

出
か
け
ま
す
。
 

花
の
観
賞
も
過
ぎ
、
い
ま
は
、
 

汐
干
が
り
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
 

汐
干
が
り
の
良
さ
は
、
潮
風
を
 

う
け
、
日
光
を
い
っ
ぱ
い
に
浴
る
 

海
辺
の
こ
こ
ち
良
い
こ
と
は
、
毎
 

日
の
生
活
か
ら
解
放
さ
れ
、
英
気
 

を
養
う
感
じ
が
し
ま
す
。
 

子
ど
も
達
は
汐
干
が
り
に
あ
き
 

る
と
、
貝
の
採
集
や
、
カ
ニ
と
た
 

わ
む
れ
る
光
景
は
微
笑
ま
し
い
も
 

の
で
す
。
 

皆
さ
ん
に
汐
干
が
り
適
地
を
ご
 

紹
介
し
ま
し
よ
う
。
 

場
所
は
行
橋
附
近
の
白
石
海
岸
で
 

す。 
道
順
は
香
春
町
か
ら
行
橋
へ
国
道
 

二
〇
一
号
線
を
通
り
行
橋
の
三
又
 

路
か
ら
左
へ
す
ぐ
橋
が
あ
り
、
こ
 

の
橋
を
渡
っ
て
す
ぐ
右
へ
折
れ
ま
 

す
こ
こ
か
ら
真
す
ぐ
海
へ
行
き
ま
 

す
と
現
地
へ
出
ま
す
。
 

用
具
は
次
の
品
を
用
意
 

用
具
は
、
か
き
い
た
と
、
が
ら
 

ふ
る
い
を
持
参
す
る
と
簡
単
に
短
 

時
間
で
リ
ン
ゴ
箱
い
っ
ぱ
い
ぐ
ら
 

い
赤
貝
や
、
ア
サ
リ
貝
が
採
れ
ま
 

す。 貝
堀
り
の
悩
み
は
輸
送
で
す
。
 

手
軽
に
持
ち
運
ぶ
に
は
、
登
山
用
 

リ
ユ
ッ
ク
サ
ッ
ク
又
は
、
た
ま
ね
 

ぎ
の
入
っ
て
い
る
網
袋
が
軽
る
く
 

て
便
利
で
す
。
残
り
の
時
間
は
子
 

ど
も
と
一
緒
に
貝
の
採
集
や
、
砂
 

び
な
ど
を
さ
れ
る
と
よ
い
で
し
よ
 

遊
う
。
 

料
金
は
、
 

一
人
三
十
円
と
車
の
 

駐
車
料
金
百
円
を
地
元
の
漁
業
組
 

合
へ
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
 

皆
さ
ん
で
、
貝
の
い
る
場
所
や
 

魚
の
釣
れ
る
場
所
を
ご
存
知
の
方
 

は
役
場
総
務
課
企
画
係
へ
寄
稿
し
 

て
下
さ
い
。
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一 

大
切
な
郵
便
は
受
箱
で
 

よ
り
早
く
安
全
に
確
実
に
お
届
け
 

す
る
た
め
に
、
郵
便
受
箱
を
お
備
 

え
下
さ
い
。
 

当
局
で
は
堅
ろ
う
で
、
美
し
く
 

ス
マ
ー
ト
な
表
札
が
わ
り
に
も
な
 

る
郵
便
受
箱
を
あ
っ
せ
ん
し
て
い
 

ま
す
の
で
、
受
箱
を
備
え
て
い
な
 

い
御
家
庭
は
ぜ
ひ
お
備
え
下
さ
 

い。 
御
入
用
の
方
は
郵
便
局
又
は
外
務
 

員
へ
お
申
し
つ
け
下
さ
い
。
 

単
価
 
七
〇
〇
円
 

ニ
 

郵
便
番
号
は
正
し
く
 

は
っ
き
り
と
 

郵
便
を
お
出
し
の
と
き
は
あ
て
名
 

に
も
自
分
の
住
所
に
も
郵
便
番
号
 

を
お
忘
れ
な
く
お
書
き
下
さ
い
。
 

赤
池
局
は
 
八
二
ニ
ー
一
一
 

三
 
犬
は
必
ら
ず
つ
な
い
で
下
 

さ
い
 

赤
池
郵
便
局
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